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【
原
文
】 

這
一
軸
苗
木
領
中
野
保 

村
奥
村
忠
右
衛
門
寄
附 

為
仝
村
心
観
寺
宝
物 

也
然
當
飯
地
村
纐
纈 

小
重
郎
不
幸
短
命
死 

（
法
名
春
○
○
無
信
士
） 

其
実
弟
不
堪
哀
情
維 

（
同
○
孫
右
門
也
） 

時
享
保
八
癸
卯
載
三
月 

十
日
用
方
金
壱
角
為 

右
只
菩
提
求
焉
寄
附 

當
郷
洞
泉
禅
寺
着 

明
也
為
如
上
後
證
當 

山
五
世
看
住
揮
筆
於 

雲
昌
山
者
也 

　
享
保
廿
乙
卯
十
月
晦
日 

　
仝
日
干
纐
纈
孫
右
衛
門 

　
筆
焉 

【
読
み
下
し
】 

這
の
一
軸
は
苗
木
領
中
野
保
村
、
奥
村
忠
右
衛
門
の
寄
附
に
し
て
、
同
村
※
心
観
寺
の

宝
物
也
。
然
れ
ど
も
當
飯
地
村
、
纐
纈
小
重
郎
（
法
名
春
○
○
無
信
士
）
不
幸
短
命
に

し
て
死
す
。
其
の
実
弟
（
同
○
孫
右
門
也
）
、
哀
情
堪
え
ず
、
維
の
時
、
享
保
八
癸
卯

（
み
ず
の
と
う
、
一
七
二
三
）
年
三
月
十
日
、
方
金
壱
角
を
用
い
、
右
ぎ
只
だ
菩
提
と

為
し
て
焉
れ
を
求
め
、
當
郷
※
洞
泉
禅
寺
に
寄
附
し
着
く
こ
と
明
ら
か
也
。
上
の
如
く

後
の
證
と
為
し
、
當
山
五
世
看
住
、
※
雲
昌
山
に
於
い
て
揮
筆
す
る
者
也
。 

　
享
保
廿
乙
卯
（
き
の
と
う
一
七
三
五
）
十
月
晦
日 

　
仝
日
干
纐
纈
孫
右
衛
門
、
焉
に
筆
す
。 

【
用
語
解
説
】 

※
心
観
寺＝

中
野
方
に
存
し
た
雲
林
寺
末
寺
。
明
治
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
廃
寺
。
の
ち
同

地
に
真
宗
大
谷
派
霊
仙
寺
が
明
治
一
三
年
に
建
立
さ
る
。 

※
洞
泉
禅
寺＝

雲
林
寺
末
寺
。
八
世
大
同
巨
益
代
の
明
治
三
年
廃
寺
。 

※
雲
昌
山＝

雲
松
山
の
間
違
い
か
？
　
洞
泉
寺
の
山
号
。
五
世
は
養
山
祖
育
。


